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▲
平
成
十
八
年
度
山
県
市
一
般

会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
の
報
告

　

保
険
料
徴
収
シ
ス
テ
ム
改
修

事
業
・
公
共
林
道
開
設
事
業

（
日
永
林
道
）・
美
山
中
学
校
建

築
事
業

▲
平
成
十
八
年
度
山
県
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

　

国
保
保
険
者
シ
ス
テ
ム
改
修

事
業

▲
平
成
十
八
年
度
山
県
市
介
護

保
険
特
別
会
計
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書
の
報
告

　

介
護
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業

▲
山
県
市
土
地
開
発
公
社
経
営

状
況

　

平
成
十
八
年
度
決
算
等
の
報

告
・
平
成
十
九
年
度
予
算
等
の

報
告

▲
山
県
市
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
同
意

　

佐
賀
七
二
番
地
二

　
　
　

森
田　

正
男

▲
山
県
市
体
育
施
設
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
で

き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
使

用
料
を
改
定

▲
平
成
十
九
年
度
山
県
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
二
千
六
百
七
十
四
万
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
百
十
五
億

二
千
七
百
九
万
九
千
円

▲
平
成
十
九
年
度
山
県
市
老
人

保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

条　
　

例

補
正
予
算

第第第第第第第第第第第第第第
二二二二二二二二二二二二二二
回回回回回回回回回回回回回回
定定定定定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例例例例例
会会会会会会会会会会会会会会

第
二
回
定
例
会　

条条条条条条条条条条条条条条
例例例例例例例例例例例例例例
なななななななななななななな
どどどどどどどどどどどどどど
七七七七七七七七七七七七七七
議議議議議議議議議議議議議議
案案案案案案案案案案案案案案
をををををををををををををを
可可可可可可可可可可可可可可
決決決決決決決決決決決決決決

条
例
な
ど
七
議
案
を
可
決

平
成
十
九
年
第
二
回
定
例
会
を
、
六
月
十
二
日
か
ら
六
月
二
十
九
日
ま
で
の
十
八
日
間
の
会
期
で
行
い
ま
し

た
。
報
告
案
件
四
件
の
報
告
を
受
け
、
人
事
案
件
一
件
、
条
例
一
件
、
補
正
予
算
二
件
、
そ
の
他
三
件
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
決
議
が
二
件
あ
り
一
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

人
事
案
件

報　
　

告
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決　
　

議

そ
の
他

平
成
十
九
年
第
一
回
臨
時
会
を
五
月
十
日
に
開
催
し
、
専
決

処
分
四
件
、
人
事
案
件
五
件
、
そ
の
他
三
件
に
つ
い
て
慎
重

に
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。 

（
第
一
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
六
千
四
百
九
十
七
万
九

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
三
十
億

三
千
四
百
九
十
四
万
四
千
円

▲
山
県
市
公
共
下
水
道
高
富
浄

化
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）の
建
設

工
事
委
託
に
関
す
る
協
定
の

締
結

　

高
富
浄
化
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）

の
建
設
工
事
を
日
本
下
水
道
事

業
団
と
締
結

▲
市
道
路
線
の
認
定

　

東
深
瀬
一
五
六
号
線
・
高
木

一
二
三
号
線
・
高
木
一
二
四
号

線▲
市
道
路
線
の
廃
止

　

中
洞
六
五
号
線
・
中
洞
六
六

号
線

▲
山
県
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
専
決
処
分

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
改
正

▲
山
県
市
消
防
団
員
等
公
務
災

害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
専
決
処
分

　

補
償
基
礎
額
の
扶
養
親
族
加

算
額
の
改
正

▲
平
成
十
八
年
度
山
県
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
六
号
）

の
専
決
処
分

◎
歳
入
歳
出
予
算
の
補
正

　

地
方
交
付
税
等
の
確
定
に
伴

い
基
金
繰
り
入
れ
額
の
補
正

◎
地
方
債
の
補
正

　

美
山
中
学
校
建
築
事
業
の
限

度
額
の
追
加

　

県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
負

担
金
負
担
事
業
の
限
度
額
の
変

更▲
平
成
十
九
年
度
山
県
市
一
般

▲
選
挙
公
営
ポ
ス
タ
ー
代
水
増

し
関
与
議
員
に
対
す
る
辞
職

勧
告
決
議

　

本
決
議
を
否
決

▲
市
民
の
信
頼
回
復
に
向
け
て

の
決
議

　

本
決
議
を
可
決

専
決
処
分
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会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

の
専
決
処
分

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
三
十
五
万
八
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
百
十
五
億
三
十
五

万
八
千
円

▲
山
県
市
監
査
委
員
の
選
任
同

意
（
二
件
）

　

東
深
瀬
一
七
二
〇
番
地

　
　

村
瀬　

忠
敬
（
識
見
を

有
す
る
者
）

　

岩
佐
一
八
六
番
地
一

　
　

小
森　

英
明
（
議
会
選

出
）

▲
山
県
市
公
平
委
員
会
委
員
の

選
任
同
意

　

高
木
九
〇
四
番
地
一
二

　
　
　

松
永　

昭
子

▲
山
県
市
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
同
意

　

大
桑
二
七
〇
八
番
地

　
　
　

平
田　

久
美
子

▲
山
県
市
高
富
財
産
区
管
理
委

員
の
選
任
同
意

　

高
富
一
二
二
六
番
地
一
七

　
　
　

影
山　

春
男

　

高
富
四
三
五
番
地

　
　
　

渡
辺　

政
勝

　

高
富
一
五
四
七
番
地

　
　
　

武
藤　

孝
成

　

高
富
一
九
〇
五
番
地

　
　
　

丹
羽　

英
之

　

高
富
一
二
二
八
番
地
五

　
　
　

杉
山　
　

勇

　

高
富
八
二
九
番
地
六

　
　
　

田
上　
　

隆

　

高
富
一
六
七
四
番
地
一

　
　
　

小
森　

秀
明

▲
山
県
市
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
及
び
同
補
充
員
の
選
挙

◎
選
挙
管
理
委
員

　

西
深
瀬
一
七
一
九
番
地
一

　
　
　

椙
生　

康
文

　

梅
原
一
八
〇
番
地

　
　
　

桐
山　

綾
子

　

大
森
三
七
四
番
地
三

　
　
　

横
山　

春
美

　

谷
合
一
一
九
六
番
地

　
　
　

臼
井　

康
雄

◎
補
充
員

　

大
桑
二
〇
〇
五
番
地

　
　
　

速
水　

宏
雄

　

長
滝
二
七
番
地
一
一

　
　
　

横
山　

正
文

そ
の
他

人
事
案
件

　

岩
佐
七
八
六
番
地
二

　
　
　

垣
ヶ
原　

正
仁

　

西
深
瀬
一
〇
四
番
地

　
　
　

尾
関　

千
代
子

▲
岐
阜
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙

　

市
長　

平
野　

元

▲
岐
北
衛
生
施
設
利
用
組
合
議

員
の
選
挙

　

議
会
議
員　

後
藤
利 
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円
原
を
水
源
地
と
し
た
上

水
道
事
業
で
、
ミ
ネ
ラ
ル
分

が
多
い
た
め
家
庭
電
化
製
品

や
温
水
器
、
ボ
イ
ラ
ー
等
の

故
障
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
水

の
成
分
分
析
な
ど
を
し
て
お

い
し
い
水
が
供
給
で
き
れ
ば

い
い
と
思
い
ま
す
。
市
は
ど

の
様
な
対
策
を
と
ら
れ
て
い

る
の
か
。

　

現
在
、
対
策
と
し
て
、
円

原
水
源
の
水
に
北
武
芸
の
椿

水
源
の
水
を
混
ぜ
、
ミ
ネ
ラ

ル
分
を
薄
め
る
方
法
で
対
応

し
て
お
り
、
効
果
が
確
認
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
対
策
は
応

急
的
な
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
本
年
度
整
備
内
容
を

決
定
し
、
将
来
に
わ
た
り
安

定
し
た
良
好
な
水
道
水
の
供

給
が
で
き
る
よ
う
、
問
題
解

決
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

一 般 質 問  
平成十九年 

第二回 
定例会 

四人の議員が市政を問う 

ここが聞きたい 『 』 まちづくり 

温
水
器
等
の
故
障
対
策
は石

神　

真　

議
員

問
問
題
解
決
に
取
り
組
む梅

田
基
盤
整
備
部
長

答

　

女
性
に
最
も
多
い
が
ん
に

乳
が
ん
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、

乳
が
ん
の
発
症
率
は
こ
の
二

十
年
間
で
二
倍
に
増
加
し
、

早
期
発
見
が
重
要
視
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ
で
、

受
診
年
齢
の
引
き
下
げ
、
自

己
検
診
用
の
解
説
図
解
の
配

布
、
触
診
モ
デ
ル
の
活
用
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

　

乳
が
ん
検
診
の
対
象
年
齢

は
、
検
診
に
よ
る
乳
が
ん
発

見
状
況
や
検
査
な
ど
に
よ
る

被
爆
量
の
問
題
な
ど
か
ら
国

の
指
針
ど
お
り
四
十
歳
以
上

と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
乳
が

ん
は
自
己
検
診
が
可
能
で
早

期
発
見
す
れ
ば
救
命
率
も
高

い
病
気
で
あ
る
た
め
、
バ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
触
診
モ
デ
ル
等

の
活
用
を
図
り
な
が
ら
検
診

の
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
も
市
民
の
皆
様
の
十
分
な

自
己
啓
発
、
自
発
的
行
動
を

伴
っ
た
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
め
る
体
制
を
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

が
ん
対
策
に
つ
い
て

尾
関
律
子　

議
員

問
効
率
的
な
乳
が
ん
検
診
の
実
施
に
む
け
て

笠
原
保
健
福
祉
部
長

答
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や ま が た  

七夕に願いを込めて（桜尾保育園） 

この広報紙は古紙配合率100％ 
再生紙を使用しています。 

この印刷物は石油系インキではな 
く、地球に優しい大豆油を使用し 
たインキで印刷されています。 

　

こ
の
度
の
選
挙
公
営
ポ
ス

タ
ー
代
水
増
し
に
よ
る
不
正

請
求
の
不
祥
事
に
よ
り
、
市

民
の
皆
様
に
多
大
な
る
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
て
い
る
こ
と

に
つ
き
ま
し
て
、
衷
心
よ
り

深
く
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

夏
の
夕
暮
れ
に
光
を
放
つ

蛍
は
郷
愁
を
掻
き
立
て
ま
す
。

　

近
年
嬉
し
い
こ
と
に
そ
の

蛍
が
美
山
地
域
で
は
昔
よ
り

多
く
飛
び
交
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
老
人
ク
ラ
ブ
、
子

供
会
の
皆
様
が
保
護
に
力
を

注
い
で
お
ら
れ
、
環
境
が
良

く
な
っ
て
き
た
事
の
証
で
す
。

　

故
郷
の
か
け
が
え
の
な
い

自
然
を
守
り
次
の
世
代
へ
と

つ
な
げ
る
事
も
私
達
の
大
切

な
使
命
で
す
。

　

今
後
と
も
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

文
責　

藤
根
圓
六

編
集
委
員

　

田
垣
隆
司
・
谷
村
松
男

　

藤
根
圓
六
、
村
橋
安
治

　

村
瀬
伊
織

編

集

後

記

　

多
大
な
個
人
負
担
を
伴
う

下
水
道
事
業
に
、
市
民
は
大

き
な
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。

市
民
負
担
を
軽
く
し
、加
入
・

利
用
が
し
や
す
い
環
境
を
つ

く
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
助

成
制
度
を
は
じ
め
、
各
種
軽

減
策
、
市
民
生
活
の
実
態
に

即
し
た
温
か
い
ま
ち
づ
く
り
、

有
効
な
条
例
整
備
を
求
め
ま

す
。

　

高
富
公
共
下
水
道
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
十
九

年
度
に
第
一
期
整
備
区
域
の

面
整
備
及
び
第
一
期
分
の
処

理
場
工
事
が
完
了
し
、
平
成

二
十
年
四
月
一
日
か
ら
一
部

供
用
開
始
の
見
込
み
と
な
り

ま
し
た
。

　

公
共
下
水
道
事
業
に
係
る

加
入
者
の
負
担
の
軽
減
策
と

し
て
は
、
受
益
者
負
担
金
の

分
割
払
い
及
び
条
例
で
定
め

る
宅
内
工
事
実
施
期
限
内
に

宅
内
工
事
を
実
施
し
た
場
合
、

資
金
の
融
資
斡
旋
及
び
利
子

補
給
制
度
な
ど
を
考
え
て
い

ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業
と
住
民
負
担
の

軽
減
に
つ
い
て 

中
田
静
枝　

議
員

問
市
民
負
担
の
軽
減
策
を
検
討
し
ま
す

梅
田
基
盤
整
備
部
長

答

　

市
は
、
多
重
債
務
者
の
相

談
に
対
し
て
、
単
に
他
機
関

を
紹
介
す
る
こ
と
だ
け
か
ら

脱
却
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

役
所
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整

え
て
は
ど
う
か
。
解
決
法
な

ど
の
解
説
の
チ
ラ
シ
を
備
え

付
け
て
は
ど
う
か
。
職
員
研

修
の
実
施
状
況
は
ど
の
よ
う

か
。

多
重
債
務
者
へ
の
対
応
と
自
治
体
の
姿
勢

寺
町
知
正　

議
員

問
　

現
在
、
多
重
債
務
問
題
を

扱
う
相
談
窓
口
を
設
置
し
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
職
員
で
助

言
で
き
る
内
容
に
つ
い
て
は

対
応
し
て
お
り
ま
す
し
、
県

の
消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー
の

紹
介
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
各
部
署
で
多
重
債

務
者
を
把
握
し
た
場
合
、
情

報
の
共
有
を
図
る
方
法
を
検

討
す
る
と
と
も
に
、
チ
ラ
シ

を
作
成
し
、
関
係
課
の
窓
口

に
お
い
て
配
布
、
助
言
が
で

き
る
よ
う
な
体
制
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

実
施
さ
れ
て
い
る
研
修
に

は
積
極
的
に
参
加
し
て
お
り

ま
す
し
、
近
隣
市
町
と
の
研

修
、
情
報
交
換
の
機
会
が
あ

れ
ば
積
極
的
に
参
加
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

情
報
の
共
有
を
図
る
方
法
を
検
討

田
中
総
務
部
次
長

答


